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明
治
期

に
多
治
見
市
と
愛
知
県
春
日
井
市
を
結
ん

で

い
た
旧
国
鉄
中
央
線
廃
線
跡

（
約
８
古
）
で
、
赤
れ
ん

が
造
り
の
愛
岐
ト

ン
ネ
ル
群
の
保
存
に
取
り
組
ん

で
い

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
愛
岐
ト

ン
ネ
ル
群
保
存
再
生
委
員
会

」

（
春
日
井
市
）
の
多
治
見
支
部
は
＝
月
２‐
～
２３

日
、
現

地
見
学
会
を
開
く
。
愛
知
県
側
を
中
心

に
進
ん

で
き
た

保
存
運
動
を
本
県
側

で
も
盛
り
上
げ
、
産
業
遣
産
の
現

状
を
知

っ
て
も
ら
う
の
が
狙
い
。

（
市
来
哲
郎

）

寄
付
を
募

っ
て
い
る
。
当
日
は

―

ロ
ー
０
０
０
円
を
寄
付
し
た

参
加
者

に
、
旧
国
鉄
の
切
符
「
国

鉄
定
光
寺
か
ら
１
０
０
０
円
区

間
」
を
模

し
た
特
製
切
符
＝
写

真
下
＝
を
手
渡
す
。

普
段
は
ト

ン
ネ
ル
内
に
立
ち

入
れ
な

い
が
、
今
回
は
許
可
を

得
た
四

つ
の
ト

ン
ネ
ル
内
を
歩

く

こ

と

が

で

き

る
。
今
年
６
月
に

結
成
さ
れ
た
多
治

見
支
部
の
代
表
、

堀
部
和
経
さ
ん
（
５３
）
は

「
人
の

手
が
加
わ

っ
て
い
な
い
た
め
、

ト

ン
ネ
ル
群
の
周
辺
は
ま
る
で

タ
イ
ム
ス
リ

ッ
プ
し
た
よ
う
な

錯
覚
に
な
る
。
１
人
で
も
多
く

の

人

に

参

加

し

て
も

ら

い

た

い
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

参
加
無
料

。
時
間
は
午
前
１０

時
か
ら
年
後
３
時
。
雨
天
中
止
。

Ｊ
Ｒ
定
光
寺
駅

（
春
日
井
市
）

か
ら
北

へ
徒
歩
３
分
の
受
付
場

所
に
集
合
す
る
。
問
い
合
わ
せ

は
同
委
員
会
事
務
局

（
０
５
６

８

・
８７

・
６
５
３
３
）

へ
。

旧国鉄廃線跡愛岐 トンネル群見学会

歩

い
て
知
る
産
業
遺
産

廃
線
跡
の
ト
ン
ネ
ル
を
散
策
す
る
保
存
再
生
委

員
＝
愛
岐
ト
ン
ネ
ル
群
保
存
再
生
委
員
会
提
供

保
存
会
多
治
見
支
部
が
来
月

廃
線
と
な

っ
た
区
間
は
１
９

０
０
年
、
同
県
瀬
戸
市
や
多

治

見
市
な
ど
の
窯
業
地
帯
と
、
消

費
地

の
名
古
屋
市
を
結
パ
運
搬

路
と

し
て
開
通
し
た
。
そ
の
後
、

中
央
線
が
複
線
化
さ
れ
、
新

ル

ー
ト
が
開
通
し
た
た
め
、
６６
年

に
廃
線
と
な

っ
た
。

山
ひ
だ
を
縫
う
よ
う
に
走
る

廃
線
区
間
に
は
現
在
、
東
海
地

方

で
最
も
古
い
１３
基
の
ト

ン
ネ

ル
が
残

っ
て
い
る
。
同
委
員
会

に
よ

る
と
、
ト

ン
ネ
ル
に
使
わ

れ
た

赤
れ
ん
が
は
１
８
９
０
万

個
に
上
り
、
ほ
と
ん
ど
が
多
治

見
市
内

で
製
造
さ
れ
た
。

同
委
員
会
で
は
ト

ン
ネ
ル
４

基
を
含
む
民
有
地
の
春

日
井
市

側
１

・
５
古
分
の
廃
線
跡
を
買

い
取
る
た
め
、
２
年
前
か
ら
草

刈

り

や

現

地

見

学

会

を

開

催

し
、
１
５
０
０
万
円
を
目
標
に

帥

辞 犠

白

→

鰹


